
令和７年度 府中町立府中中央小学校 学校自己評価表【中間評価】  

学校教育目標  

自ら伸びる 
「問い直し」を大切にして、教育活動に山

場を創り、「生きた言葉」で自覚化して、

他者と関わり協力して乗り越えていく  

経営理念  

ミッション  

子ども観  

ビジョン  

 

「学校（地域）は子どもが育つ土壌である」  （自ら伸びる意思の形成をなす土壌）  
【使  命】地域と共に児童も大人も共に成長していく機会・場を創造する学校 

【子ども観】子どもは発達の当事者であり、未来の大人として敬意を払うべき存在 

【経営展望】「教師こそ最大の教育環境」を自覚し、日々の教育活動の中に子どもを見つめる

〝まなざし”の研鑽 
 

 

ビ ジ ョ ン

（中期経営

目標）実現

に向けての

現状（進捗

状況）と今

年度の位置

付け  

本校は、この４年間、「自ら伸びる」を学校の方向目標とし、児童自身が山場を意識しながら「自ら伸びる意思」を育てていく教育活動を創造してきた。

昨年度は、経営理念「学校は子どもが育つ土壌である」を追求していく学校として、「本校は子どもをどのような存在として見るのか」という“子ども観”

を明確にしてスタートしたが、中間評価の時点で「教師がめざす姿を子どもに当てはめようとしているのではないか」との課題が見えてきた。これは、

本校の求める「（教育活動の中に）一人一人の発達の可能性を見出しながら、学級・学年・学校での関わりの中で、自らの根っこを太らせていく教育」を

ねらっていくための本質的な課題であると捉えた。それゆえ、後半は、この課題をより意識しながら日常の教育活動を行った結果、「教師がめざす姿を子

どもに当てはめようとしている」という課題が克服されたとは言えない状態ではあるが、教師自身の子どもや環境への目の向け方、捉え方、考え方が少

しずつ変容してきた。たとえば、「すぐに目に見える成果を求めず待つ姿勢を大切にする」「子どもの言葉を丁寧に受け止める」「自分の見取りを他者の見

取りに照らして考える」などである。このような“たくさんの可能性の種をもつ子どもの芽を引き出し、伸びる手助けをしたい”と願う教師の“まなざ

し”の研鑽は、本校のビジョンである「教師こそ最大の教育環境」に深く関わる教職員集団の学習の核であると考える。  

また、これらの教師の“まなざし”を問い直しつつ、子ども主体となる話合い活動等を意図的に仕組んでいく中で、学級への適応感が向上し、合意形

成をしながら自分たちで暮らしを創ろうとする子どもが増え、学級づくりの基盤である支持的風土は出来てきた。  

しかし、学習集団として成熟していくためには、失敗を許容し合う“やさしい”関係性が構築された支持的風土を創って終わりではなく、自分たちが

本当に追求したいことに自分をかけることのできる“集中のかかる学級”へとフェーズを上げていく必要がある。失敗したり、思いや意見がずれたりと

コンフリクトが発生した時こそを問い直し（探究）の契機とし、互いの考えを交流させ、授業や行事の中で“学びの集中感・緊張感”を高めていくこと

が「自ら伸びる」意思を形成することにつながると考える。  

このことから、今年度は、教師が子どもたちの中にある顕在化していない“ずれ”を感じ取り、働きかけることができるかどうかに意識を向け、教師

の“まなざし”の研鑽を図り、一人一人の子どもの言葉や態度の奥にある感じ方・思い方・考え方を謙虚に見取り、それらが学級の関わりの中で深化し

ていくことで、次第にそれらが学級の感じ方・思い方・考え方となっていくような学習集団へと成熟させていく。そして、子どもの育ちを喜び合う暮ら

しを創りながら、教師の有りようを問い直していくことで、より深く、経営理念「学校は子どもが育つ土壌である」を追求していく。  

学校経営の柱に係る考え方  

評価計画（中期経営目標を設定して１年目）  

Ａ 中期  

（３年間）

経営目標  

Ｂ  短期

（今年度）

経営目標  

Ｃ  目標達成のための方策  主な成熟度  
現
状 

Ｄ 評価指標 

目標

値 

（％） 

Ｅ 評 価 結 果 

10 月 ２月 
達成値  評価  達成値  評価  

a 暮
ら
し
の
中
で
「
じ
ま
ん
の

俳
句
」
が
生
ま
れ
る
学
習
集

団
づ
く
り 

・学級目標と「はちの子の心

得」を連動させ、“その学級

らしさ”を追求する。 

 

・「じまんの俳句」で“その

学級らしさ・学年らしさ”の

耕しを見取り、表現によって

追求する。 

4 段階 

その子らしさ、その学級らしさがどう見えて

いるか、何が期待できるか等、学年を超えて

交流する教職員集団 

 

・「はちの子アンケー
ト」学級集団の適応感  
 

・「はちの子の心得」
振り返りの記述が学
年の目指す姿を現し

ている  
 
・「教師アンケート」

自らの“まなざし”を
問い直す教師の割合 

80％ 
 
 

80％ 
 
 

 
 

90％ 

91％ 
 
 

90％ 
 
 
 
 

69% 
 
 
 

A 
 
 
A 
 
 
 
 
B 
 
 
 

  

「
生
き
た
言
葉
」
が
生

ま
れ
る
学
級
づ
く
り
を

支
え
る
学
年
経
営 

3 段階 

学級の子どもが何に心を寄せているのか、価

値ある人・もの・こととの出会いについて支

援・指導を熟議する学年 

 

2 段階 
自分の感じること、思っていることを言葉で

表現できる学級 
○ 

1 段階 
語りたくなる、聴いてもらえる支持的風土の

ある学級 
 

ｂ 
集
中
感
・
緊
張
感
が
生
ま

れ
る
授
業
づ
く
り 

・「個別最適な学び」で見取

った子どもの感じ方・考え方

を「協働的な学び」の中で生

かし、集中感・緊張感を生み

出すための授業研究 

4 段階 
子どもたちが自分をかけて考えを追求し、自

分をつくり出す 
 
 

・「はちの子アンケー
ト」自らの学習を調整
しようとする児童の

割合 
・標準学力調査の目標
値に達していない児

童の割合 
・「教師アンケート」自
らの“まなざし”を問

い直す教師の割合 

80% 
 
 
 
3 割  

以下  

 
 
 
80% 

93% 
 
 
 
 

－ 
 
 

68% 
（ 1 学

期末） 

A 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
B 
 

  

「
問
い
直
し
」
の
サ
イ

ク

ル

を

意

識

し

た

授

業

を

構

築

す

る

研

究

推
進 

3 段階 

教師は子どもが本当に追求したい課題や問

題を見定め、問い直しを仕組み、考えを発展

させていく。 

 

2 段階 

教師は個々の感じ方・考え方を見取り、子ど

もや教材の中から課題等をつくり出し、考え

を発展させていく。 

○ 

1 段階 支持的風土の中で自分の考えを拓いていく。  

ｃ 自
分
本
位
か
ら
主
体
形
成
へ

の
過
程
を
大
切
に
し
た
行
事

づ
く
り 

・主体の確立をめざした“あ

いさつ”の醸成 

 

・リーダー育成と人と関わる

喜びを得る縦割り活動（異年

齢交流） 

 

・授業や暮らしで得た力をつ

なげ、生かす行事の創造 

4 段階 
他者との関わりの中で自分の存在を実感し、

新しい自分を見出していこうとしている。 
 

・「はちの子アンケート」

主体感（あいさつ・縦

割り活動・行事）  

 

・「はちの子の心得」振

り返りの記述が自己の

目指す姿を現している  

 

・「教師アンケート」自

らの“まなざし”を問

い直す教師の割合  

各 80％  

 
 
 

80％ 
 
 

 
90％ 

93％ 
 
 
 
97％ 
 
 
 
96％ 

A 
 
 
 
A 
 
 
 
A 

  

自
己
認
識
を
問
い
直
す

行
事
の
創
造 

3 段階 

子ども自身が立ち向かうものを自覚し、自分

が自分の行動の主体であることを認識して

いる。 

高  

○  

2 段階 
自分のできる方法で自らを表現し、それを受

け止めてもらうことで主体感を得ている。 
低  

○ 

1 段階 
他者の支援等によって行動（あいさつ）して

いる。 
 

ｄ 大
人
が
学
び
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
活
動 

・地域の人・もの・こととつ

ながる教育活動の創造（全学

年） 

・子どもを取り巻く保護者や

地域の大人たちが「子ども理

解を学び合う」場の創造 

・学校での学びを地域で生か

せる地域と協働した行事の

創造 

4 段階 
子どもを取り巻く保護者や地域の大人たち

が子ども理解を学び合っている。 

 

 

・教育活動の満足度（保

護者アンケート）  

 

・地域参加・社会貢献

への意欲（６年児童ア

ンケート）  

 

・大人が集う活動の充

実度(地域アンケー

ト) 

85% 
 
 
 

80％ 
 
 
 

70% 

94% 
 
 
 
89％ 
 
 
 
98% 
 
 
 

A 
 
 
 
A 
 
 
 
A 
 
 
 

 
 

 

 

児
童
や
大
人
の
集
い
が

充
実
す
る
環
境
づ
く
り 

3 段階 
子どもの学びを発揮できる地域行事を大人

たちが協働して創造している。 
 

2 段階 
子どもを取り巻く大人同士が、子どもへの

“まなざし”を交流している。 
○ 

1 段階 
各種便り等を見て学校や子どもの様子を知

ろうとしている。 
 

 

a「生きた言葉」が生ま

れる学級づくりを支

える学年経営  

（学年経営力） 

学級・学年づくりが「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、日々の教育活動に子どもたちがどう心を寄せ、重ねているかを見取

る教師の“まなざし”が大切である。そこで、今年度は“「じまんの俳句」の活動を学級で行う”のではなく、“暮らしの中で「じまんの俳句」

が生まれる学級を創る”との考え方に転換していく。具体的に言うと、学級活動を重ねながら、学級を語りたくなる場、聴いてもらいたくな

る場と意味付け、子どもたちの願いが凝縮していくところに価値を見取り、“その学級の良さ・価値（学級らしさ）”を追求する学級目標（方

向目標）と日々の暮らし（体験）を充実させていく「はちの子の心得」（体験目標）を連動させ、「じまんの俳句」に顕れる“その子や学級の

良さ・価値（その子らしさ・学級らしさ）”を問い直し、高めていく。そのために、各学級の子どもが心を寄せていることを見取り、価値あ

る人・もの・こと（材）との出会いをいかに支援できるかを学年団で検討を重ねていく。  

b「問い直し」のサイク

ルを意識した授業づく

り（教師の授業力） 

学びの創造が「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、教師が一人一人の子どもの言葉や態度の奥にある考え方を丁寧に見取り、

「発達の可能性」を見出していく“まなざし”が大切である。教師はその“まなざし”をもって学級活動(柱 a)や行事(柱 c)を授業構想に生

かしながら、授業の中で子どもが本当に追求したい課題や問題を見定め、子どもの失敗や思い・考えの“ずれ”といったコンフリクトを問い

直しの契機として仕組み、子どもたちの考えを引き出し、また、子どもたちから出た考えを打ち砕いたり、発展させたりしていくことによっ

て、子どもたちが自分をかけて考えを追求し、“自分らしさ”をつくり出していく集中感・緊張感を経験する授業づくりを追求する。 

c 自己認識を問い直す

行事づくり（児童自治） 

行事の創造が「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、教師も子どもも「めざす姿を子どもに当てはめようとする」のではなく、

「今どこにこの子の主体を確立していく可能性があるか」を子どもの取り組む姿の内に見取っていく教師の“まなざし”が大切である。そこ

で、学級会や学年総会(柱 a)、日々の授業(柱ｂ)、地域行事等(柱ｄ)で培った“子どもの内面”がその子らしく表現され、表現することで更

に“その子の内面”が創られていくような行事を子どもと共に創造していく。それにより、子ども自身が立ち向かうものを自覚し、「自らの

殻を破り成長したい」との切実な願いが醸成されていくような“集中感・緊張感”の高まる過程を重視して、“その子らしさ”“その学級らし

さ”“その学年らしさ”が大切にされる児童自治を支援する。  

d 児童や大人の集いが

充 実 す る 環 境 づ く り       

（地域との協働） 

環境の創造が「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、教職員だけでなく、子どもを取り巻く保護者や地域の大人たちが、互いの

子どもを見る良き“まなざし”を交流し、その思い・考えの“ずれ”といったコンフリクトを契機に、“子ども理解を学び合う関係”に成熟

していくこと、つまり、本校が“子どもを真ん中にした地域づくり”の核となっていくことが大切である。そのために、子どもが学校で学ん

だことを地域で発揮できるような場を学校と地域が協働して創造し、そこで見られる子どもの姿で大人が交流することを契機にして“子ども

を取り巻く大人たちも学び合える生涯学習の場”を醸成する。 



評価基準…Ａ：目標達成（９５％～１００％）Ｂ：おおむね達成（８０％～９４％）Ｃ：もう少し（６０％～７９％）Ｄ：できていない（５９％以下）  
       目標値を１００％として、達成率を計算する。「例 目標値８５％→アンケート結果９２％  →目標値を超えているので評価はＡ」  
 
 
 

Ｆ 結果の分析・解釈・変容（中間 １０月）  

a 
○教師は児童の「生きた言葉」を大切

にしながら、学級経営・学年経営に取

り組んでいる。そのため、行事や儀式

の児童代表の言葉等で、児童がノー原

稿で自分の言葉で語る姿が見られた。 

アンケートや記述の振り返りでは、肯

定的な意見が多く見られた。 

また、学級目標や「はちの子の心得」

を決める際、話し合い活動を通して合

意形成しながら自分たちの言葉で創

り上げているため、「自分たちで決め

た目標」という意識が高まり、肯定的

な意見につながったと考えられる。目

標を達成するために自分は何を頑張

るのか、自分事として考える児童の姿

が見られた。 

●しかし、中には、自分事として捉え

られず、学級目標や「はちの子の心得」

が意識できていない児童もいる。方向

目標である学級目標と体験目標であ

る「はちの子の心得」に児童たちが適

切なタイミングで振り返ることがで

きているか。帰りの会で行っているふ

り返りが形骸化していないか問い直

す必要がある。また、教師自身も児童

とともに暮らしを創る目標と児童の

姿を照らし合わせて見取ることがで

きているか、問い直すことも課題であ

る。 

〇“まなざし”と見取りの研修を通し

て、“まなざし”を意識する教師の割

合が増えた。それぞれの見取り方で自

ら伸びようとする児童の姿に価値付

けをした。 

●職員室での情報を共有する際、何か

問題が起きた時に児童の話題が出た

り、事務連絡のみになっていたりして

いて、十分に交流ができていないこと

もある。また、終わったことに対して

の問い直しがないままの場合や自分

のクラスのことしか見えていない場

合もある。上手くいかなかったことに

対して吐露したり、どうしたらよかっ

たを意見し合ったりできるような雰

囲気作りも必要なのではないか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇● 「じまんの俳句」では、児童と

対話する、児童がどう伸びようとした

のかといったことを見取り、対話する

教師が増えてきた。水泳が苦手な児童

がプールの「洗濯機」をテーマにした

俳句をつくったり、好き嫌いのある児

童が「家庭科の調理実習でほうれん草

を食べきったこと」を俳句にしていた

りと、自分のがんばったことを俳句で

表現する児童が出てきた。また、教師

がその思いに共感していくことで学

級全体としても、そのような児童の俳

句を代表の句として選ぼうとする傾

向が見られた。当初は形式的だった句

会を、学級会による合意形成でつけた

力を句会にも生かしていこうとする

教師が増えてきたり、選出する児童も

友達の作品の良さに共感したりする

場面が増えた。１学期末に、句会につ

いての取組を全教職員と共有した。２

学期以降、句会を切り離して考えるの

ではなく、学級づくりにもつながるこ

とを教師が意識して取り組んでいけ

るようにしていきたい。 

ｂ 

〇●「はちの子アンケート」の「勉強

では分からないところがあったら、友

達のやり方を参考にします」、「勉強が

分からないとき、できている友達をお

手本にしてやってみようとします」と

いう項目では、４段階評価で４段階の

「いつもしている」と３段階の「とき

どきしている」の割合が半々だった。

この結果を踏まえ、我々教師自身が集

中感・緊張感がある授業をどう捉えて

いるかアンケートを取ってみた所、「児

童一人ひとりが自分事として課題に向

き合う姿」や「指示がなくても自らの

課題に向けて取組む姿」、「児童一人一

人が前のめりになっている姿」といっ

た回答が多く見られた。この結果より、

１学期時点では、個に焦点を当ててい

る教師が多いことが分かった。  

 また、６月末に実施した「教師のま

なざしアンケート」では、「児童の思考

の”ずれ”を生み出したり、座席表等

で児童の思いや願い、困り感を見取り、

授業づくりに生かしたりすることがで

きた」という項目で肯定的な評価が

68％であった。教師の中には、児童の

「根っこを育てる」ために、授業だけ

でなく日々の学校生活のなかで、児童

の見えない部分を見取ろうとしている

ことが分かった。少数意見ではあった

が、「授業で培った力と学級会による合

意形成や行事で培った力が融合した状

態」という回答も見られた。授業とは、

「児童一人ひとりが真剣に教材と向き

合い、自分の考えや思いを他者に問い

かけながら学び合い、互いに高まり合

っていくものである」と考えられるた

め、学級会による合意形成や、俳句の

句会、行事等での集団として高まりを

授業にも還元していきたい。 

 さらには、「見取ったことをどのよう

に授業に生かすのか」、「どのように価

値付けるのか」、「座席表をどのように

活用すればいいのか」といった教師の

困り感を知ることが出来た。全教職員

がどのような”まなざし”を向け、児

童の見えない部分である「根っこ」を

どのように太くしていくのか、現段階

では模索している状態である。  

 

 

 

 

 

 

 

〇上述のように、集中感・緊張感のあ

る授業を生み出すためには、児童に対

してどのような”まなざし”を向ける

のかということも大切ではあるが、何

よりも教師が教材と向き合い、自分自

身に問いかけることが大切である。そ

の上ではじめて、児童の考えや困り感

に対して適切な見取り・価値づけがで

きると考える。 

本校は 10 月に広島県小学校理科大会

で授業提案を行うため、夏季研修とし

て全教職員で教材研究や指導案検討、

模擬授業といった研修を行った。  

本校は理科専科の職員がいるため、

理科を教えたことがなかったり、理科

の授業づくりの経験が少なかったりす

る教職員が多い。そのため、理科授業

の楽しさや教材研究の仕方等を全教職

員が教材研究から指導案を作成した上

で指導案検討を行うことで、全教職員

が自分事として捉え、活発な議論を行

うことができた。 

年度当初、若手教諭の中には、教材

研究の方法が分からないといった声も

聞かれたが、研修を通して、教材研究

の仕方、大切さ、何より楽しさを実感

したようである。研修では、「目の前の

ｃ 
〇昨年度の児童生徒会議において、

「あいさつ」に力を入れたいと児童た

ちから提案があった。今年度その提案

をもとに、執行部が中心となって「あ

いさつ」に取り組み、「はちのこ あ

いさつ ぺこチャレ隊」を行った。さ

らに、執行部がその取組の分析を行

い、全校児童に「はちのこ meet」で成

果と課題を伝えた。「はちのこ あい

さつ ぺこチャレ隊」は、分析・改善

を行いながら継続している。 

また、児童生徒会議で提案のあった

中学生との「あいさつ運動」を実施し

た。児童は、中学生のあいさつを参考

に、いつもより多くあいさつをしてい

たと肯定的にとらえていた。  

〇7 月から本格的にたてわり活動を行

い、６年生は全員がリーダーとして緊

張しながら活動に取り組んでいた。こ

のことにより成功体験を積んだ６年

生は、達成感を味わう様子が見られ

た。その一方で、なかなか人前に立て

ずに困っていた６年生もいたが、方法

を考え直したり、他の６年生にコツを

聞いたり、試行錯誤を繰り返しながら

あきらめることなく活動に取り組ん

でいた。６年生が、担当の先生に自ら

どう運営したらよいかと相談に行く

姿も見られ、アドバイスをもらって挑

戦する姿が見られた。 

また、２学期より学年のめあてを設

定して取組を進めたり、月に一度の反

省会も取り入れたりし、さらなるたて

わり活動の活性化を図っている。 

●たてわり活動全体を通しては、次年

度のリーダーである５年生を育てて

いくという視点が弱かったので、サブ

リーダーとは何をしなければならな

いのかということを、生徒指導部や学

年部でも話し合い、６年生の姿を目指

して自分達にできることを探すよう

に５年生への意識づけを行っている。 

〇今年度運動会では、どのような運動

会を目指すのか、各学年で話し合っ

た。そして、主体的に取り組みたいと

児童から提案があり、開・閉会式の司

会や応援合戦の内容を児童に任せた。

そのため、児童にとってもやらされた

行事ではなく、自分達で創ったものに

なり、集中感・緊張感のある行事とな

った。このことは、はちの子アンケー

トの「自分のめあてにむかって、活動

しましたか。」という項目で「した」

と答えた児童が「時々した」と答えた

児童の倍以上であったことからも分

かった。また、子供を信じて待つ姿勢

を教師自身がもつことにより、教師の

まなざしも磨かれた。 

○夏休みの研修では、子どもの内面を

その子らしく表現し、さらに内面を創

っていけるように、三宅 SC による「雑

談力」の研修を組んだ。さらに、教師

のまなざしを培う研修として、潮 SC

による「アタッチメント」についての

研修を行った。 

●「授業や暮らしで培った力をつな

げ、生かす行事」とは何か、「何を培

った力と呼ぶのか」というのかという

視点が弱く、生かし切れていない実態

が見られた。次回の学習発表会では、

どんな力をつけたいか、日頃培った力

をどんな場面で生かせるかを明確に

して、行事に取り組めるように声かけ

をしていきたい。  

ｄ 

〇PTA では、６月に「中央小大

人の集い場」として、アロマお

作り体験ミニ講座を行い、たく

さんの保護者に参加していた

だき、保護者同士が気軽に話し

合ったり相談したりする場を

設定することができた。また、

CS 夏祭りも８月に開催し、児

童や保護者だけでなく地域の

方々も巻き込みながら、盛大な

祭りを開催することができた。

その他にも、読み聞かせボラン

ティアグループ Sweet による

全校一斉読み聞かせを実施し

たり、7 月には町 P フェスに 6

年生や 4 年生児童の有志が参

加したり、１年生のスタートカ

リキュラムや５年生の防災キ

ャンプ等の学習支援等におい

ても、保護者や地域の方々に参

加していただいたりしながら、

子どもたちが学ぶだけでなく

大人たちも学ぶ機会が増えて

きた。 

〇学校行事や授業サポートに

参加された保護者や地域に行

ったアンケートでは、「参加し

てよかったと思う 100%」「今後

も参加したいと思う 98%」であ

った。「楽しみながら一生懸命

活動していた」「周りと協力し

ていた」「面識がない子どもが

あいさつをしてくれた、気さく

に話しかけてくれた」といった

子どものよさがあげられてお

り、「子どもたちの姿から自分

（大人）も、楽しみながら真剣

に取り組んでいきたい」「日ご

ろの先生方の苦労を感じる」と

いった意見が寄せられた。 

〇夏季休業中には、教職員対象

の CS 研修会を行った。12 名の

CS メンバーや保護者に参加し

てもらい、「地域とともに児童

主体で何ができるか」について

協議した。互いの考えを聞きあ

いながら、ともに学校を核とし

た地域づくりについて活発な

意見交流がなされた。 

〇「親の力」を学びあう学習プ

ログラム講座を 9 月に 2、４年、

にこにこ学級で実施した。参加

した保護者からは「他の保護者

や先生方と交流できて有意義

だった。」という意見が多くよ

せられた。 

●アンケートなどで参加され

た保護者や地域の方の意見は

聞くことができたが、大人同士

が交流することには至ってい

ない。また、行事への参加者も

一部の方にとどまっている。寄

せられた意見をフィードバッ

クする場や、大人同士が子ども

理解を交流する場を増やして

いきたい。  

〇夏季研修では、上記の内容も踏まえ、教務部と共同で教師の”まなざし”

と見取り、座席表の活用について研修を行った。全教職員でどのように児童

に”まなざし”を向けるのか、見取るのか、価値付けていくのかを共有する

ことができた。11 月中旬に第２回の教師の”まなざし”アンケートを実施

予定である。今後も、学年部会等でそれぞれの「見取り」や「まなざし」に

ついて、交流を続けることが研鑽につながると考えている。  



児童を想定する」をテーマとして、教

師がやりたい、絵に描いた授業を行う

のではなく、目の前にいる児童の実態

に応じた授業展開、環境設定がいかに

大切かも実感することができた。評価

指標にはないが、定期的に教職員に「主

体的に研修に学んだか。」と「他者とと

もに学び合う楽しさを味わうことがで

きたか。」というアンケートをしている

が、夏季研修後は肯定的評価が多く、

参加した教職員にとって実りのある研

修であったようである。 

〇昨年度から研究通信を週に１・２回

程度発行し、公開授業や部会の研修、

SD 研修のみで自己研鑽を済ませるので

はなく、柱 b に関わらず柱 a～柱 c を横

断した内容にすることで、共に高め合

える職員集団にしていきたいと考えて

いた。今年度は、若手がベテランに単

元で押さえるべき内容や授業づくりに

ついて指導を仰ぐ姿や、授業後には共

に授業を振り返ったりする姿が見られ

るようになってきた。 
 
 
 

 

Ｇ 改善方策案  

ａ 
〇日々の振り返りが形骸化しないよ

う、タイミングを見計らって、問い直

しをする機会を設ける。朝の会、帰り

の会、学活等の時間に児童自身が自分

の伸びや課題について考えたり、学級

の伸びや課題について交流したりす

ることで、自分の良さ学級の良さを高

めていく。 

職員室で情報共有をする際、児童の

成長の過程を語ることで、学年部の中

でも、児童が今何を頑張っているの

か、何に困っているのか、何に心を寄

せているのかに気付くようにする。日

頃の会話を大切にすることで、教師同

士どのように子どもを見ているのか

を共有し、教師のまなざしを研鑽する

ことにつながると考える。 

 

〇２学期は行事も多いため、教師も機

を逃さないようにする。児童がどう伸

びようとしているかを見取り、価値付

けていくことで俳句作りへと生かし

ていけるようにする。 

１学期に学校全体を通して、支持的

風土は出来上がっている。だからこ

そ、お互いの良さを認め合う、自己肯

定感を高めることにつなげられるよ

うに句会の形だけで終わらないよう

に価値付けていく。まずは、教師が児

童の作品の思いに共感し、共に考えを

広げる、まさに教師の“まなざし”を

意識して句会に取り組んでいきたい。  

b 
〇柱 c の「あいさつ」をしている感じ

ている児童と教師の“ずれ”を埋め

ていくために、柱 a の「生きた言葉」

が生まれる学級づくりを支える学年

経営とも関連させて授業づくりを行

っていく。支持的風土は醸成されつ

つあるが、もう一度、相手に届く声

で自分の考えを発表しているか、友

達の発表に反応しているか等、協働

的な学びの視点からも、相手に敬意

をもって学習に臨んでいるかを教師

自身が意識して授業を行う必要があ

ると考えられる。 

 11 月には学習発表会があるため、

日々の生活（あいさつ、返事）や授

業（発表、反応）、行事（表現）を関

連付けて意図的な指導を行っていく

必要があると考えられる。また、教

師自身が範を示すのはもちろんのこ

と、児童の目指したい姿を意識して

価値付けていくことが大切だと考え

られる。 

〇指導部会や研究通信、ミニ研修等で

「集中感・緊張感のある授業」「子ども

の失敗や思い・考えの“ずれ”といっ

たコンフリクトを生み出す授業」につ

いて研究を深めていく。指導部会は月

に１回あるが、研究部で研修するのは

もちろんのこと、学年団に報告会で終

わることのないように、「集中感・緊張

感のある授業」「子どもの失敗や思い・

考えの“ずれ”といったコンフリクト

を生み出す授業を対話する時間を設定

するようにする。教師が「考え続ける」

そういった職員集団にしていく。  

〇今年度は、研究通信で研究主任自体

が悩んでいることや困っていることも

お知らせしていく。中堅やベテランも

試行錯誤している姿を共有すること

で、若手も授業等の悩みを共有し合い、

共に高め合える集団にしていきたい。  

ｃ 
〇「あいさつ」をしていると感じてい

る児童は 93％と高いが、教師の実感と

しては、自らあいさつをしてくる児童

は少ない。このズレをどのように埋め

ていくか、どのような取組をしたらよ

いか、児童と一緒に考えていきたい。 

〇たてわり活動では、サブリーダー育

成の視点をもって、５年生がリーダー

の役割を担い、６年生がアドバイスを

する機会を３学期ではなく、早めにも

つことで、お互いリーダーへの自覚を

芽生えさせる機会をもつ。 

〇子ども主体で行事を進めていくた

めに、どのような仕掛けが必要かを考

え、整理していく。また、日々培った

力をどう生かせるかを、教員が明確に

考えをもち、児童に意識させながら、

行事に臨ませる。  

ｄ 

〇高学年を中心に地域行事へ

の参加が増えてきた。今後は、

下級生や次に繋げる意識付け

をしながら活動を促してい

く。 

〇PTA が主体的に活動を行っ

てきている。本部と連携を深

めながら、今後の活動の充実

を図っていく。 

〇小中連携教育充実事業研究

会を契機に、地域ぐるみの防

災教育について、より深めて

いく。 

  

学校の大きな方向性に照らして（問い直し）：  

 子どもたち自身がどう伸びたいのか、子どもの言葉や態度の奥にある考え方を見取っていく教師の「まなざし」の研鑽は、学校行事や職員研

修等を通して、若手からベテランに至るまで意識はしつつあるが、子どもが頑張っていることや困っていることや心を寄せていること等の子ど

もの姿や成長過程や変容を語り合う際、教師同士が子どもの内面をどのように見取るのかを共有しながら教育的価値を問い直すまでには至って

いない。また、子ども主体となる話し合い活動等を意図的に仕組み、合意形成を図っていく中で、支持的風土のある学級集団や学習集団は醸成

されてきており、授業だけでなく日々の学校生活の中で、子どもの見えない内面を見取ろうとする更に深化した考え方をするようになった教師

もいる。しかし、どのように「まなざし」を向ければよいのか分からないという課題も同時に浮き彫りになった。これは、教師自身が子どもの

姿を価値づけるタイミングがずれたり適切でなかったりと教師自身が子どもの内面を見取る目がまだ十分でなかったりすることが要因であると

考える。  

そこで、今年度後半は、子どもたち自身が本当はどう伸びたがっているのかを見極め、子どもが自らの殻を破り成長するタイミングを適切に

見取ることができるようなしかけを学習や行事において仕組む。また、放課後や学年会等において子どもの成長や頑張っていること等について

語り合ったり、子どもの抱えている課題をどう解決していくかを相談し合ったりすることを通して、子どもの成長を喜び合ったり頑張りを認め

たりする等、子どもの変容について教師が職員室で気軽に話題にして情報共有できる場としていく。そうすることにより、子どもを適切に見取

る教師の「まなざし」の研鑽に引き続き取り組んでいく。   


